
共通教育学群
微分幾何学

佐藤 弘康
微分・積分を利用して空間の性質を調べる微分幾何学の
研究を通じて、工学の基礎を支える数学の発展に貢献し
ています。
略歴 所属学会など
筑波大学大学院にて博士（理学）の学位を取得
後、筑波大学準研究員、芝浦工業大学非常勤講
師、東京電機大学助教を経て、2014年に日本
工業大学共通教育系（現 共通教育学群）の准
教授に着任。現在は調和多様体とその周辺に関
する幾何学について研究している。

日本数学会
日本数式処理学会
数学教育学会

研究紹介 調和多様体とその周辺に関する幾何学

平面上の半径𝑟𝑟𝑟𝑟の円の面積は、中心点がどこであろうと𝜋𝜋𝜋𝜋𝑟𝑟𝑟𝑟2であるこ
とはよく知られています。また、空間内の半径1の球面上の半径𝑟𝑟𝑟𝑟の円
の面積は2𝜋𝜋𝜋𝜋(1 − cos 𝑟𝑟𝑟𝑟)であり、中心点に依らないrの関数となります。
これは、平面も球面も曲がり方に関して非常にきれいな対称性をもつ
ことが理由です。
一般に、空間内の図形の面積（体積）は、体積密度関数の積分とし

て表せます。平面や球面においては、体積密度関数を極座標で表した
とき、中心点に依らない半径𝑟𝑟𝑟𝑟の関数となります。このような性質を
もつ空間を調和多様体といいます。「調和多様体は（とても対称性の
高い）2点等質空間に限る」ことが予想されましたが、対称空間では
ない調和多様体の族が発見されました。これら以外に調和多様体の例
が存在するのかどうかは明らかになっていません。調和多様体のさら
なる理解を深めることを目指しています。

主要な論文
・ H. Satoh, A note on harmonic manifolds of
hypergeometric type, arXiv:2405.05896.
・M. Itoh and H. Satoh, Harmonic Hadamard
manifolds and Gauss hypergeometric differential
equations, Publ. Res. Inst. Math. Sci. 55(3),
531-564 (2019).
・ M. Itoh and H. Satoh, Horospheres and
hyperbolic spaces, Kyushu J. Math. 67(2), 309-
326 (2013).

最近の研究発表
・The geometry of harmonic manifolds of
hypergeometric type, Infosys lecture (series
of 4 lectures), 2024 年2月26～29日, Harish-
Chandra Research Institute (インド).
・The horosphere version of the Osserman
conjecture and related topics, The 5th
International Workshop “Geometry of
Submanifolds and Integrable Systems”,
2022年11月27日, 高松シンボルタワー.
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共通教育学群
応用言語学 日本語教育

河住 有希子
応用言語学の実践の場である教育現場では、言語を
用いて思考し、理解する力の育成を重視しています。

略歴 所属学会など
中国天津市での日本語教育及び日本国内の高等
教育機関での日本語教育と、大規模語学試験の
問題作成・運営に従事したのち、日本工業大学
共通教育学群にに着任した。現在は視覚に障害
がある学習者の日本語学習を中心とした研究を
進めるとともに、大学生のアカデミックリテラ
シーの育成にも注力している。

日本語教育学会
教育心理学会
大学教育学会
初年次教育学会
日本リメディアル教育学会
グローバル人材育成教育学
会 ほか

研究紹介 日本語教育におけるインクルージョン

■視覚に障害がある日本語学習者のための「合理的配慮」に関する研究
視覚に障害がある日本語学習者への学習機会の担保と学習環境の向上を目的とした研究をとおして、
多様な学習者が自由に学び、自らを高め、社会に参画するインクルージョンの実現を目指しています。
「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）が2021年に
改正され、障害がある学習者の学ぶ権利を保障するための合理的配慮の提供が法的義務となりました。
これまでの研究の過程で、多くの当事者の協力を得て作成した授業支援
ハンドブック（視覚に障害がある学習者が在籍する日本語クラスの運営
方法、試験の実施方法、キャリア支援や日常の支援など、右図。）が
今後活用されることを期待しています。

■視覚に障害がある日本語学習者の認知と学習に関する研究
現在は、視覚に障害がある日本語学習者の語彙の習得に関する研究を
進めています。視覚情報に頼らず事物を認知し、認識し、概念を構築
する過程を分析し、教育に活かすことを目的としています。そして、
本学で学ぶ学生には、多様な他者のニーズを知り、それに応えるため
の調査、分析の方法を学ぶ機会を提供しています。

主な著作物
吉岡英幸編著（2008）『徹底ガイド 日本語教材』
凡人社（分担執筆）

徳弘康代監修（2010）『語彙マップで覚える 漢字
と語彙 中級1500』Jリサーチ出版（分担執筆）

吉岡英幸・本田弘之編著（2017）『日本語教材研究
の視点 新しい教材研究論の確立をめざして』くろ
しお出版（分担執筆）

主な研究（科研費）
基盤研究（C）16K02819 研究代表者

2016～2019年度：視覚障害教育から切り拓く
国際共生社会における日本語インクルーシブ
教育の基盤構築
基盤研究（C） 21K02727 研究代表者

2021～2024年度：グローバル化時代における
視覚特別支援教育と日本語教育の有機的連携に
向けた基盤構築

かわすみ ゆきこ

准教授


